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鋼板、焼付塗装仕上、消防指定色：レッド

運　転　盤

避難口ドア・点検口

本体と同様

縦　　　樋

本体と同様

ブ
レ
ス

柱

屋
根

梁

本体と同様

ステンレス　ヘアライン仕上（F.D付)

ガルバリウム鋼板塗装　t=0.5 アルミスパンドレルt=0.6 アルミスパンドレルt=0.6

消火起動盤

アルミt=1.2アルマイト処理

アルミ　t=1.2　アルマイト処理 アルミ　t=1.2　アルマイト処理

アルミアルマイト処理(P.F.D付) アルミアルマイト処理(P.F.D付) アルミアルマイト処理(P.F.D付)

ガ　ラ　リ

出入口ドア

鋼板亜鉛メッキ　t=12

耐
火
リ
ス
ト

（
工
法
　
半
乾
式

）

外
壁

（
標

準

簡

易

型

）

（
オ
プ
シ

ョ
ン

）

ボ
ン
ベ
室

建
築
関
係

庇

屋　　　根

外　　　壁

建
具
関
係
盤
関
係

本
体

ALC　t=75（<耐火建築物>　延床面積が1,500m2(100台)を超える場合、

　　　　　　<準耐火建築物>延床面積が1,000m2(66台)を超える場合)

ケイカル板　t=6内装（ｵﾌﾟｼｮﾝ)

アルミ押出型材

無し

鋼板、焼付塗装仕上、標準色：ダークブラン

鋼板　　　1.6mm、塗装仕上、標準色：オフホワイト　特定防火設備戸

樋

鋼板 t=0.5 

耐火被覆（鋼板裏部） 
t=30 耐火被覆（胴縁部） 

t=30 

折板 

耐火材貼り 

ブレス 

ロックウール吹付 

ロックウール吹詰め 
ラス貼り 

ラス貼り 
鋼板外装 

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付 

(25mm) 

ｻｰﾑﾎﾞｰﾄﾞ 

ﾛｯｸｳｰﾙ吹詰め 

ラス貼り 

ﾛｯｸｳｰﾙ吹付 

(25mm) 

鋼板外装 

ア 

ア 

ア 

 

 

 

 

 



外装図外装図外装図外装図

足場無足場無足場無足場無しししし工法工法工法工法のののの場合場合場合場合（（（（標準標準標準標準））））

8



足場無足場無足場無足場無しししし工法工法工法工法のののの場合場合場合場合（（（（標準標準標準標準））））

(100(100(100(100～～～～160)160)160)160)

(100(100(100(100～～～～205)205)205)205)

9



外装別外装別外装別外装別ディティールディティールディティールディティール

外装（オプション仕様）別出代寸法は下図の通りです。

外装出代寸法は、柱サイズにより異なります。

下図は、柱H-200の場合を示し、

柱サイズ（一覧表参照）に応じて出代寸法を大きくして下さい。

柱サイズ一覧表

本表は建設地および荷重条件により異なります。あくまでも目安として下さい。

単基

連基

H-300 H-350H-200 H-250 H-300 H-250

H-200 H-200 H-250 H-300

H-300 H-250

H-250 H-200

H-300 H-350

H-350

H-250 H-300

H-300

隅柱

H-250

45m以下

H-250

中柱中柱

A

H-300

隅柱

40m以下

H-300

隅柱 隅柱 中柱中柱 中柱中柱 隅柱 隅柱

H-250 H-250 H-300H-300

H-300

H-300H-250

H-250

中柱

H-200

隅柱 中柱中柱 隅柱 中柱 隅柱

H-250

20m以下 24m以下

隅柱 中柱 隅柱 中柱

A

45m以下 20m以下 31m以下 35m以下

JX

45m以下31m以下 35m以下 40m以下

20m以下 45m以下

H-200

31m以下 35m以下 40m以下

H-250

24m以下

H-300

H-300

H-200

押出成形板、ALC t100

ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ、ALC t50

ｻﾝﾄﾞｲｯﾁ、ALC t50

全高

柱

車種

柱

車種

押出成形板、ALC t100

全高

H-250

H-200 H-250 H-250 H-300押出成形板、ALC t100

H-200 H-250 H-200

車種

全高

ALC t50

JX

40m以下24m以下

H-200 H-200H-200 H-250 H-300 H-300

H-250 H-250 H-300 H-300 H-350

H-250 H-250H-300

31m以下 35m以下

H-250

H-350 H-200

隅柱

H-250 H-300

H-250

H-250 H-250 H-300

20m以下 24m以下

H-250 H-300

10
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換気ガラリ取付図

足場無足場無足場無足場無　　　　鋼板外装鋼板外装鋼板外装鋼板外装のののの場合場合場合場合

12



屋根伏図

13



屋根断面図屋根断面図屋根断面図屋根断面図

14



雨雨雨雨じまいじまいじまいじまい

15



雨雨雨雨じまいじまいじまいじまい

EXPﾌラッシング

とEXP.J取合

パラペット水切

ﾌﾗｯｼﾝｸﾞﾎﾙﾀﾞｰ

16
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庇仕様図（標準仕様）庇仕様図（標準仕様）庇仕様図（標準仕様）庇仕様図（標準仕様）

18



庇仕様図（オプション仕様）庇仕様図（オプション仕様）庇仕様図（オプション仕様）庇仕様図（オプション仕様）

19



ボンベ室仕様図ボンベ室仕様図ボンベ室仕様図ボンベ室仕様図

庇上ボンベ室庇上ボンベ室庇上ボンベ室庇上ボンベ室

4
,
2
8
0
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ボンベボンベボンベボンベ室仕様図室仕様図室仕様図室仕様図

地上置地上置地上置地上置ボンベボンベボンベボンベ室室室室

21



ＩＤＥＡＩＤＥＡＩＤＥＡＩＤＥＡ
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オリジナルパーキングマークオリジナルパーキングマークオリジナルパーキングマークオリジナルパーキングマーク

日塗工F75-30P（ブルー)

■■■■標準仕様標準仕様標準仕様標準仕様

標準色：日塗工F75-30P（ブルー）

二液型ポリウレタン樹脂塗料

フッソ樹脂塗料

ペイント書き

大きさ　（寸法）

概　略：W3.0m×H3.5m

■■■■オプションオプションオプションオプション仕様仕様仕様仕様

（a）アルミベース　タフカル貼仕上

（b）アクリル板切文字貼仕上

（c）アルミ板焼付塗装仕上げ

（d）その他

23



基礎参考図基礎参考図基礎参考図基礎参考図（（（（直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎））））

24
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基礎参考図基礎参考図基礎参考図基礎参考図（（（（直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎：：：：2222連基連基連基連基））））

26
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基礎参考図基礎参考図基礎参考図基礎参考図（（（（杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎））））

28
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基礎参考図基礎参考図基礎参考図基礎参考図（（（（杭基礎杭基礎杭基礎杭基礎：：：：2222連基連基連基連基））））

30
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正面意匠図正面意匠図正面意匠図正面意匠図

32 



正面意匠図正面意匠図正面意匠図正面意匠図

33



正面意匠図正面意匠図正面意匠図正面意匠図

34



正面意匠図正面意匠図正面意匠図正面意匠図

35



出入口箱抜図出入口箱抜図出入口箱抜図出入口箱抜図

別置運転盤（90°、180°乗入れ）共通の場合

（運転盤右側）

注）　1）三方枠と躯体のスキマは30ｍｍとしています。

　　　 2）図中※寸法は一例を示します。

36



内観図内観図内観図内観図

37



管理人室計画図管理人室計画図管理人室計画図管理人室計画図

38



管理人室計画図管理人室計画図管理人室計画図管理人室計画図

39



排水計画図排水計画図排水計画図排水計画図

下部乗入れ式・ターンテーブル内蔵型（９０°乗入れ）

注）　地域により、オイルトラップなどの設備が必要な場合があります。

ポンプＵＰ

　ポンプ

450

5
0
0
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下部乗入れ式・ターンテーブル内蔵型（１８０°乗入れ）

注）　地域により、オイルトラップなどの設備が必要な場合があります。

ポンプＵＰ 　ポンプＵＰ

41
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ＣＯＣＯＣＯＣＯ
2222
消火設備系統図消火設備系統図消火設備系統図消火設備系統図（（（（二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素二酸化炭素））））

容積 上部  6.33m×7.06×25.91m = 1,158.0m

3

下部  6.33m×7.265×3.1m　 =  142.6m

3

ピット   29.6m

3

   計　= 1,330.2m

3

CO
2
ガス量計算式（例.ET2JX-32T1-F)

設置ガス量

必要ガス量 1,330.2m

3

×0.8kg/m

3

=1,065kg

55kg/82.5L×20本 (1,100kg)

配管配線系統図

注） 特記なき使用電線は、HIV1.25
□

とする。

　　 空気管(検出器・2種、3種)は、CO2消火設備専用とし、AND回路制御方式によるものとする

 　　(自動操作時)　　直流電源装置6Ahは、認定品とする。

上部

7.06

6
.
3
3

下部

7.265

6
.
3
3
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ＣＯＣＯＣＯＣＯ
2222
ボンベボンベボンベボンベ室基本計画室基本計画室基本計画室基本計画およびおよびおよびおよびボンベボンベボンベボンベ本数本数本数本数

型式

全高

H(mm)

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(kg)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(kg)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(kg)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(kg)

ボンベ

本数

（本）

16,130 744.3 595 11 812.8 650 12 743.1 594 11 811.3 649 12

17,740 815.1 652 12 890.2 712 13 813.9 651 12 888.7 711 13

19,350 886.0 709 13 967.7 774 15 884.8 708 13 966.2 773 15

20,960 956.9 766 14 1,045.1 836 16 955.7 765 14 1,043.6 835 16

22,570 1,027.8 822 15 1,122.6 898 17 1,026.6 821 15 1,121.1 897 17

24,180 1,114.3 891 17 1,216.3 973 18 1,113.1 890 17 1,214.8 972 18

25,790 1,186.3 949 18 1,294.8 1,036 19 1,185.1 948 18 1,293.3 1,035 19

27,400 1,258.2 1,007 19 1,373.4 1,099 20 1,257.0 1,006 19 1,371.9 1,098 20

29,010 1,330.2 1,064 20 1,452.0 1,162 22 1,329.0 1,063 20 1,450.5 1,160 22

30,620 1,402.1 1,122 21 1,530.5 1,200 22 1,400.9 1,121 21 1,529.0 1,200 22

32,230 1,474.1 1,179 22 1,609.1 1,207 22 1,472.9 1,178 22 1,607.6 1,206 22

33,840 1,546.0 1,200 22 1,687.7 1,266 24 1,544.8 1,200 22 1,686.2 1,265 23

35,450 1,618.0 1,214 23 1,766.2 1,325 25 1,616.8 1,213 23 1,764.7 1,324 25

37,060 1,713.5 1,285 24 1,844.8 1,384 26 1,688.7 1,267 24 1,843.3 1,382 26

ET2JX-T1-F ET2A-T1-F ET2JX-T2-F ET2A-T2-F
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ＮＮＮＮ
2222
消火設備系統図消火設備系統図消火設備系統図消火設備系統図（（（（窒素窒素窒素窒素ガスガスガスガス））））

容積 上部  6.33m×7.06×25.91m = 1,158.0m

3

下部  6.33m×7.265×3.1m　 =  142.6m

3

ピット   29.6m

3

   計　= 1,330.2m

3

N
2
ガス量計算式（例.ET2JX-32T1-F)

必要ガス量 1,330.2m

3

×0.52m

3

/m

3

=692m

3

設置ガス量 20.3m

3

×35本=710.5m

3

上部

7.06

6
.
3
3

下部

7.265

6
.
3
3
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ＮＮＮＮ
2222
ボンベボンベボンベボンベ室基本計画室基本計画室基本計画室基本計画およびおよびおよびおよびボンベボンベボンベボンベ本数本数本数本数

型式

全高

H(mm)

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

16,130 744.3 387 20 812.8 423 21 743.1 386 20 811.3 422 21

17,740 815.1 424 21 890.2 463 23 813.9 423 21 888.7 462 23

19,350 886.0 461 23 967.7 503 25 884.8 460 23 966.2 502 25

20,960 956.9 498 25 1,045.1 543 27 955.7 497 25 1,043.6 543 27

22,570 1,027.8 534 27 1,122.6 584 29 1,026.6 534 27 1,121.1 583 29

24,180 1,114.3 579 29 1,216.3 632 32 1,113.1 579 29 1,214.8 632 32

25,790 1,186.3 617 31 1,294.8 673 34 1,185.1 616 31 1,293.3 673 34

27,400 1,258.2 654 33 1,373.4 714 36 1,257.0 654 33 1,371.9 713 36

29,010 1,330.2 692 35 1,452.0 755 38 1,329.0 691 35 1,450.5 754 38

30,620 1,402.1 729 36 1,530.5 796 40 1,400.9 728 36 1,529.0 795 40

32,230 1,474.1 767 38 1,609.1 837 42 1,472.9 766 38 1,607.6 836 42

33,840 1,546.0 804 40 1,687.7 878 44 1,544.8 803 40 1,686.2 877 44

35,450 1,618.0 841 42 1,766.2 918 46 1,616.8 841 42 1,764.7 918 46

37,060 1,713.5 891 44 1,844.8 959 48 1,688.7 878 44 1,843.3 959 48

ET2JX-T1-F ET2A-T1-F ET2JX-T2-F ET2A-T2-F
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ハロンハロンハロンハロン1301130113011301消火設備系統図消火設備系統図消火設備系統図消火設備系統図

容積 上部  6.33m×7.06×25.91m = 1,158.0m

3

下部  6.33m×7.265×3.1m　 =  142.6m

3

ピット   29.6m

3

   計　= 1,330.2m

3

ハロンガス量計算式（例.ET2JX-32T1-F)

必要ガス量 1,330.2m

3

×0.32kg/m

3

=426kg

設置ガス量 60kg/68L×8本=（480kg）

上部

7.06

6
.
3
3

下部

7.265

6
.
3
3
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ハロンハロンハロンハロン1301130113011301ボンベボンベボンベボンベ室基本計画室基本計画室基本計画室基本計画およびおよびおよびおよびボンベボンベボンベボンベ本数本数本数本数

型式

全高

H(mm)

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

区画

容積

（m3）

必要

ガス量

(m3)

ボンベ

本数

（本）

16,130 744.3 238 4 812.8 260 5 743.1 238 4 811.3 260 5

17,740 815.1 261 5 890.2 285 5 813.9 260 5 888.7 284 5

19,350 886.0 284 5 967.7 310 6 884.8 283 5 966.2 309 6

20,960 956.9 306 6 1,045.1 334 6 955.7 306 6 1,043.6 334 6

22,570 1,027.8 329 6 1,122.6 359 6 1,026.6 329 6 1,121.1 359 6

24,180 1,114.3 357 6 1,216.3 389 7 1,113.1 356 6 1,214.8 389 7

25,790 1,186.3 380 7 1,294.8 414 7 1,185.1 379 7 1,293.3 414 7

27,400 1,258.2 403 7 1,373.4 439 8 1,257.0 402 7 1,371.9 439 8

29,010 1,330.2 426 8 1,452.0 465 8 1,329.0 425 8 1,450.5 464 8

30,620 1,402.1 449 8 1,530.5 490 9 1,400.9 448 8 1,529.0 489 9

32,230 1,474.1 472 8 1,609.1 515 9 1,472.9 471 8 1,607.6 514 9

33,840 1,546.0 495 9 1,687.7 540 10 1,544.8 494 9 1,686.2 540 9

35,450 1,618.0 518 9 1,766.2 565 10 1,616.8 517 9 1,764.7 565 10

37,060 1,713.5 548 10 1,844.8 590 10 1,688.7 540 10 1,843.3 590 10

ET2JX-T1-F ET2A-T1-F ET2JX-T2-F ET2A-T2-F
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独立鉄塔型独立鉄塔型独立鉄塔型独立鉄塔型　　　　ボンベボンベボンベボンベ室計画例室計画例室計画例室計画例１１１１

Ｆ
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独立鉄塔型　ボンベ室計画例２独立鉄塔型　ボンベ室計画例２独立鉄塔型　ボンベ室計画例２独立鉄塔型　ボンベ室計画例２
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消火設備消火設備消火設備消火設備　　　　起動起動起動起動フローチャートフローチャートフローチャートフローチャート
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消火設備用起動操作箱消火設備用起動操作箱消火設備用起動操作箱消火設備用起動操作箱　　　　意匠図意匠図意匠図意匠図
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ガスガスガスガス充満表示灯充満表示灯充満表示灯充満表示灯

40

40
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35
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φ110

寸法等
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消火配管立上消火配管立上消火配管立上消火配管立上げおよびげおよびげおよびげおよび、、、、雨樋計画図雨樋計画図雨樋計画図雨樋計画図
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ガス排出装置　1

2
,
2
2
5

125

2
,
2
2
5

125

ダクト１
ダクト２

(ピット～屋上まで)

(ピット～乗入階まで)

1．所轄消防指導により、消火ガス用換気設備（ガス排出装置）が必要な場合があります。

　 換気能力は１回／時間と消防法で決められていますが、所轄消防指導により換気回数が

　 異なる場合があります。

　（参考）東京都：３～５回、札幌市、福岡市：１回　横浜市、名古屋市、京都市、大阪市：５回　神戸市：３回

2．ガス排出装置のファン選定例

（1）立駐形式：ET2JX-30T1-F、消火ガスCO2

（2）ファン選定

条件 ファン出力 相数 電圧 周波数 ファン用電源容量

５回換気 1.5ｋW 三相 200/220V 50Hz 2.5kVA

５回換気 2.4ｋW 三相 200/220V 60Hz 4kVA

● 全高、塔内容積等の条件により、上記選定例よりもファン用電源容量が大きくなる場合があります。

　 ファン用電源容量については、弊社まで問い合わせください。

3．ガス排出装置計画図（ダクト平面図、詳細図）

　（1）下部乗入れ式　ET2JX-F（単基）

　（2）下部乗入れ式（90°乗入れ）　ET2JX-T1-F × 2（連基）
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ガス排出装置　２

●避雷設備が棟上導体の場合、ダクトにも棟上導体を取り付けます。

●上図の形状、※寸法は、ファン型式の違い等により異なります。

（3）ガス排出装置　上部・下部詳細図

　（90°乗入れ時入口側より）
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電動機、電源容量および引込電線太さ 62

電気設備、動力系統図 63

運転盤および操作説明 65

信号灯、その他 70

電気配管図 72

避雷設備図 74

3.電気設備
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        EＴ-F（冠水対策有り）電源容量および引込電線太さ

■電源容量（単位：kVA）

Jx型

18.5kW

JxM,JxH,

A,AM,AH型

18.5kW

1基 30 34 1.0

2基 48 54 0.8

3基 67 75 0.74

4基 84 95 0.7

■引込電線太さ（単位：㎜

2

） (　)内はアース線太さ

1基 2基 3基 4基

38(14) 100(22) 150(22)

※150㎜

2

を超える電線の使用は工事上避け、斜線部分は2回路以上で引いてください。

■主ブレーカ容量・入力電流参考値

主ブレーカ

容量

(AF/AT)

定格入力

電流

参考値(A)

225/125 80

225/125 91

JxM,JxH,A,AM,AH型

18.5

連基の

低減率

連基数

主電動機

主電動機(kW)

　　　　　　　　　　　電圧および

主電動機　　　　　　　連基数

　(kW)

電源電圧　200～220V 50/60Hz

AC200V(60mまで)

18.5

Jx型

18.5

注)  1) 使用電動機は三相かご型、インバータ制御方式です。

       2) 200～220V,50/60Hzの供給電圧を条件として決定しています。

       3) 引込電線太さは、電気室（または引込みキュービクル）よりエレベータ制御装置までの電線

           長さが、表に示す範囲とします。それ以上は太くなります。

       4) 引込電線は2基以上の場合でも、制御装置まで個別に引込み下さい。
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電気設備、動力系統図

下部乗入れ式（ET-F) ターンテーブル内蔵型(90°、180°乗入れ)

外置ターンテーブル

(オプション)

AC三相

200～220V 50/60Hz (D種アース線を含む)

制御装置

DC24V

(消火設備工事)

消火装置

主電動機

（エレベータ用)

レベルマウンタ用

電動機

（エレベータ位置決め用）

横送り用

電動機

（パレット移載用）

旋回用

電動機

（パレット旋回用）

持上用

電動機

(パレット旋回用)

ドア用

電動機

ターンテーブル用

電動機
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運転盤および操作説明運転盤および操作説明運転盤および操作説明運転盤および操作説明
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運転盤および操作説明運転盤および操作説明運転盤および操作説明運転盤および操作説明

■操作説明

出入口ドアは常時閉じた状態で待機し、運転します。

制御電源：入　　運転管理：通常モード　　待機モード：出庫優先モード

入庫 出庫

エレベータ待機

暗証方式の入出庫処理フロー

液晶画面に暗証番号を

入力して下さいと表示

空パレットを棚へ格納

エレベータ待機

「暗証番号」を入力

（操作者認証）

ドア開

実車パレットを棚へ格納

車から降りて

駐車室内から退出

「安全確認（扉閉）」

ボタン点滅

液晶画面に暗証番号を

入力して下さいと表示

目視・モニターで

塔内の無人・安全を確認し、

「安全確認（扉閉）」ボタンを押す

装置運転ロックが解除

「安全確認（扉閉）」

ボタン消灯

「暗証番号」を入力

（操作者認証）

ドア閉

ドア開

駐車室内に入り車を出庫 「安全確認（扉閉）」

ボタン点滅

パレットに車を格納 駐車室外に車を停車し

車から降りる

案内灯にて停車位置表示 目視・モニターで

塔内の無人・安全を確認し、

「安全確認（扉閉）」ボタンを押す

装置運転ロックが解除

「安全確認（扉閉）」

ボタン消灯

「暗証番号」を入力する 「スタート」ボタンを押す

「スタート」ボタンを押す

パレット呼出し

最適空パレット呼出し ドア開

利用者の操作 立駐装置の動き 利用者の操作 立駐装置の動き

ドア前まで車を進める 「暗証番号」を入力する
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制御電源：入　　運転管理：管理モード　　待機モード：出庫優先モード

入庫 出庫

注）　出入口ドアは常時閉じた状態で待機し運転します。

≪運転管理について≫

管理モード

管理人による操作用モードでテンキーによる番号呼びで運転します。

ただし、「ドア閉」状態でないと運転出来ません。

通常モード

　 運転指導を受けた特定の利用者自身による操作モードです。

暗証番号による呼びで運転します。「ドア閉」状態でないと運転出来ません。

≪待機モードについて≫

出庫優先モード

「ドア閉」後、起動ブザー終了と同時に起動し、エレベータ上パレットを棚に格納して待機します。

入庫優先モード

「ドア閉」後、起動ブザー終了と同時に起動し、台数の最も多い収容車種の空きパレットを入口に持ってきて待機します。

同台数の場合は、車高の低い車種のパレットを入口に持ってきて待機します。

通常モード時のみ作動します。管理モード時は入庫優先モードは起動しません。

管理人用「暗証番号」を入力

（操作者認証）

ドア開 エレベータ待機

実車パレットを棚へ格納

エレベータ待機

管理人方式の入出庫処理フロー

装置運転ロックが解除

「安全確認（扉閉）」

ボタン消灯

目視・モニターで

塔内の無人・安全を確認し、

「無人確認」ボタンを押す

液晶画面に暗証番号を

入力して下さいと表示

「無人確認」ボタンの点灯を確認

し、

「安全確認（扉閉）」ボタンを押す

装置運転ロックが解除

「安全確認（扉開）ボタン」

消灯

「暗証番号」を入力

（操作者認証）

ドア閉

液晶画面に暗証番号を

入力して下さいと表示

空パレットを棚へ格納

無人確認ボタン

安全確認（扉開）

ボタン点滅

駐車室内に入り車を出庫

出庫完了

目視・モニターで

塔内の無人・安全を確認し、

「安全確認（扉閉）」ボタンを押

す

「無人確認」ボタン

点滅から点灯に変わる

「無人確認」

「安全確認（扉開）」

ボタン点滅

車から降りて

駐車室内から退出

利用者の操作 立駐装置の動き 利用者の操作

管理者用「暗証番号」を入力する

出庫する「パレット番号」を入力する

「スタート」ボタンを押す

パレット呼出し

ドア開

「無人確認」ボタン

点滅から点灯に変わる

無人確認ボタンの点灯を確認し、

「安全確認（扉閉）」ボタンを押す

ドア開

案内灯にて停車位置表示

パレットに車を格納

該当車種の「空呼」ボタンを押す

「スタート」ボタンを押す

最適空パレット呼出し

管理人の操作 立駐装置の動き 管理人の操作

管理者用「暗証番号」を入力する
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運転盤および操作説明運転盤および操作説明運転盤および操作説明運転盤および操作説明
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■操作説明

出入口ドアは常時閉じた状態で待機し、運転します。

（オプション）

制御電源：入　　運転管理：通常モード　　待機モード：出庫優先モード

入庫 出庫

※カード読取部のインジケータが緑点灯のとき、カード読取りが可能です

ICカードをカードリーダにかざし、

運転盤の扉を閉める（操作者認証）

ドア閉

液晶画面にカードを

かざして下さいと表示

ICカードをカードリーダにかざし、

運転盤の扉を閉める（操作者認証）

ドア開

ICカード方式の入出庫処理フロー

運転盤の扉を開け

ICカードをカード読取部に

かざす　※

パレット呼出し

最適空パレット呼出し

駐車室内に入り車を出庫 「安全確認（扉閉）」

ボタン点滅

パレットに車を格納 駐車室外に車を停車し

車から降りる

案内灯にて停車位置表示

目視・モニターで

塔内の無人・安全を確認し、

「安全確認（扉閉）」ボタンを押

す

装置運転ロックが解除

「安全確認（扉閉）」

ボタン消灯

運転盤の扉を開け

ICカードをカード読取部に

かざす　※

エレベータ待機

実車パレットを棚へ格納

エレベータ待機

空パレットを棚へ格納

液晶画面にカードを

かざして下さいと表示

目視・モニターで

塔内の無人・安全を確認し、

「安全確認（扉閉）」ボタンを押

す

装置運転ロックが解除

「安全確認（扉閉）」

ボタン消灯

車から降りて

駐車室内から退出

「安全確認（扉閉）」

ボタン点滅

ドア開

ドア開

利用者の操作 立駐装置の動き 利用者の操作 立駐装置の動き

ドア前まで車を進める
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信号灯信号灯信号灯信号灯、、、、そのそのそのその他他他他
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電気配管図電気配管図電気配管図電気配管図

下部乗入れ式（９０°乗入れ）の場合
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下部乗入れ式（１８０°乗入れ）の場合
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避雷設備図避雷設備図避雷設備図避雷設備図
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仕様 77

ST-A寸法図・基礎参考図 78

ST-H寸法図・基礎参考図 80
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仕様仕様仕様仕様
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ＳＴＳＴＳＴＳＴ----Ａ　Ａ　Ａ　Ａ　寸法図寸法図寸法図寸法図・・・・基礎参考図基礎参考図基礎参考図基礎参考図
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ＳＴＳＴＳＴＳＴ----Ｈ　Ｈ　Ｈ　Ｈ　寸法図寸法図寸法図寸法図・・・・基礎参考図基礎参考図基礎参考図基礎参考図
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　　　　　　　　インターロックインターロックインターロックインターロック

①自動車位置検出用光電管 ⑩避難口リミットスイッチ

②運転ロック装置 ⑪高さ制限装置

③自動車位置案内灯 ※ ⑫入出庫表示灯（オプション）

④入庫案内鏡 ⑬出入口ドアに関する安全装置

⑤音声案内 ⑭非常停止装置

⑥搬器の落下防止 ※ ⑮警報装置（オプション）

⑦ドア保護装置 ⑯車止め

⑧非常停止スイッチ ⑰その他

⑨自動扉反転および人検知用光電管 ⑱光電管配置図

注）※印部のみオプション。その他は標準仕様です。

光電管により、自動車の前後の入庫位置を規制します。遮光時は、運転

① ロックが掛かります。また、その状態を自動車位置案内灯に点灯表示し

ます。

人または自動車が出入口より駐車室内へ入ると、光電管が作動し機械は

自動的に運転ロックされます。この状態で安全確認ボタンを押してもロ

ックは解除されません。

次に出入口より人が退出した後、安全確認ボタンを押せばロックは解除

され、運転可能となります。

但し、駐車室内へ入るのはドライバー一人に限ります。

光電管により、自動車の前後の位置を案内灯で表示します。「前進」「後

③ 退」の点灯表示に従い自動車を移動させて下さい。「停車」点灯で車は

正規の位置にあり、機械の運転は可能となります。

乗入れ方向前方に鏡を設け、パレットとタイヤの位置をドライバーに伝え、

入庫の場合の案内とします。

入庫の際、自動車が正規の位置に停車すると、音声による入庫案内注意

を放送します。「（ピンポンパンポン）パーキングブレーキを確実に掛け、

⑤ ドアミラーを折りたたんでください。また、アンテナを下げ、お車のドア

およびリアドアも確実に閉めてください。お忘れになりますと破損する

恐れがあります。」

昇降フレームの4隅を支持するワイヤを2本1組とすることにより、立駐工

業会規格（７倍）を十分確保する強度を実現しています。また、万一エ

レベータ用のブレーキが作動不能になっても、制御上のバックアップ機

能により急落下を防ぎます。

①車のドアを開けたまま出入口扉を閉めるとパレッットの左右に設けた

　光電管を遮光し、運転ロックが掛かり、閉動作中の扉は反転して開の

　状態になります。

②昇降フレームの左右に光電管を設けています。旋回、昇降、横送りの

　各動作後、ドアが光電管を遮光すると運転ロックが掛かり車両の破損

　を防ぎます。

駐車室乗入れ部に4ヵ所、運転盤に1ヶ所設置しています。

これらを押せば、すべての動作を停止することができます。

⑨ 光電管を遮光すると運転ロックが掛かり、閉動作中の扉は反転し開の状

態になります。

④ 入 庫 案 内 鏡

自 動 車 位 置 検 出 用 光 電 管

運 転 ロ ッ ク 装 置②

自 動 車 位 置 案 内 灯

⑥

ド ア 保 護 装 置⑦

非 常 停 止 ス イ ッ チ⑧

自 動 扉 反 転 お よ び

人 検 知 光 電 管

音 声 案 内

搬 器 の 落 下 防 止
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機械の運転中に避難口ドアを開放すると、リミットスイッチが作動し、

⑩ 非常停止します。駐車室内が無人であることを必ず確認した後、ドア

を閉めれば操作可能な状態に復旧します。 

高さ制限光電管を遮光すると、高さ制限ロックがかかり自動車位置案内

⑪ 灯の「後退」が点灯するとともに、音声案内により車高オーバーである

ことを放送します。 

出入口三方枠上部に青ランプ（または「お入り下さい」）および赤ランプ

※⑫ （または「車が出ます」）表示灯を設け、入庫車に対する注意と案内を

表示します。 

①運転ロックが解除されるまで出入口ドアは閉りません。 

⑬ ②機械運転中は、出入口ドアの開閉は行えません。 

③乗入れ口は正規の位置にパレットが停止しなければ、出入口ドアは

　開きません。 

①昇降フレーム部、出入口扉関係のファイナルスイッチが作動した場合、 

　昇降フレーム部、出入口扉関係のサーマルリレーが作動した場合。 

⑭ ②火災が発生した場合。 

③システムエラー（制御関係のエラー）が発生した場合。 

　以上の場合は、非常停止します。 

自動車が出庫する場合に、前面道路における人および自動車等の安全

確保のため警報装置を設けて、出庫車があることを知らせます。 

⑯ パレット前後に停車位置の目安としてそれぞれ車止めを設けています。 

①暗証番号を誤入力した場合は、警報音を鳴らし、注意を促します。 

　（５回連続した場合は、1分間使用不可となります。） 

②異常が発生した場合は、運転盤の液晶パネル表示部にエラー

　コードを表示し、異常を知らせます。 

安 全 装 置

非 常 停 止 装 置

車 止 め

避 難 口 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ

高 さ 制 限 装 置

入出庫表示灯（オプション）

出 入 口 ド ア に 関 す る

※⑮ 警 報 装 置 （ オ プ シ ョ ン ）

⑰ そ の 他
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インターロックインターロックインターロックインターロック

⑱ 光 電 管 配 置 図
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※１

※２

電力計算例電力計算例電力計算例電力計算例

使用電力量使用電力量使用電力量使用電力量およびおよびおよびおよび電力料金電力料金電力料金電力料金のののの算出算出算出算出

★立駐設備用として電力会社と契約し、電力供給を受ける場合の使用電力および電力料金は次のように算出されます。

★契約電力には、低圧電力と業務用電力の契約があります。

・低圧電力とは、低圧で電気の供給を受けて、契約電力が５０ｋＷ未満に適用します。

・業務用電力とは、高圧又は特別高圧で電気の供給を受けて、契約電力が５０ｋＷ以上に適用します。

ＥＴ2Ｊx－２８／Ｈ４－Ｔ１－Ｆの例

１１１１．．．．契約設備電力計算要領契約設備電力計算要領契約設備電力計算要領契約設備電力計算要領（（（（下記下記下記下記のののの手順手順手順手順でででで行行行行いますいますいますいます））））

－ 契約負荷設備の各入力換算値の大きい入力のものから係数を掛けて合計を出します。

（１）1.25×18.5×1×1＝

（２）1.25×1.5×1×1＝

（３）1×1.0×1×0.95＝

負荷設備電力合計Ｘｌ＝（１）＋（２）＋（３）＝ （ｋＷ）

－ ＳＴＥＰ１より求めた負荷設備電力合計Ｘｌを下式に代入し、契約設備電力を求めます。

0 ＜ Ｘｌ ≦ 6 1.0 Ｘｌ ＋ 0 Ｘｌ＝ ｋＷの場合

6 ＜ Ｘｌ ≦ 20 0.9 Ｘｌ ＋ 0.6

20 ＜ Ｘｌ ≦ 50 0.8 Ｘｌ ＋ 2.6 20   ＜  Ｘｌ  ≦ 50 → 0.8 Ｘｌ＋ 2.6

50 ＜ Ｘｌ ≦ 150 0.7 Ｘｌ ＋ 7.6 ∴　 0.8 × 25.95 ＋ 2.6 ＝ （ｋＷ）

150 ＜ Ｘｌ ≦ 300 0.6 Ｘｌ ＋ 22.6

300 ＜ Ｘｌ ≦ 500 0.5 Ｘｌ ＋ 52.6 契約設備電力 （ｋＷ）

注）

１）※１は、収容台数、収容車種により異なります。（仕様表参照）

２）※２は、入力換算用係数です。（３相モータ、照明＝１．２５、制御電源＝１．０）

３）ＳＴＥＰ１は、エレベータ方式立駐ターンテーブル内蔵型をモデルとしています。

４）連基の場合も同様の計算を行います。

５）各部位のインターロックが所轄の電力会社で認められたら最大モータ容量のみで計算して下さい。

６）５より、照明負荷分と制御電源分を（１）の値に加算すると負荷設備電力Ｘｌが算出されます。

25.95

ＳＴＥＰ２

23.36

24

25.95

Ｘｌの範囲 契約設備電力（ｋＷ）

0.95

各負荷設備電力＝ａ×ｂ×ｃ×d

0.950

23.125

1.875

1

1

ａ モータ容量

（ｋＷ）

1.5

制御電源 1.0 1

ｂ　モータ数

18.5

ｃ　係数

11

ＳＴＥＰ１

部位

エレベータ

照明

d　入力

換算係数

1.25

1.251
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電力計算例

２．電気料金計算要領（下記の手順で行います）

電気料金＝基本料金＋電力量料金＋消費税

－ 駐車設備の諸元を明確にします。

（１）駐車設備の使用状態

（２）駐車場諸元 ｄ

（ｉ）呼登録回数　ｄ＝ｃ×２×Ｎ＝ （回／日）

（ｉｉ）各部位別諸元

注）操作方法（番号固定またはフリーロケーション）により、平均呼びストロークおよび係数が変わります。

※１は、収容台数、収容車種により変わります。
※２は「平均呼びストローク」で、番号固定＝（５／１６）×Ｎ、フリーロケーション＝（２９／１２８）×Ｎと
   なります。

－ １回の呼登録での各部位ごとの使用電力量と合計を算出します。

（１） ### × × × ＝
（２） ### × × × ＝
（３） ### × × × ＝
（４） ### × × × ＝
（５） ### × × × ＝
（６） ### × × × ＝
使用電力量合計Ｌ＝（１）＋（２）＋・・・＋（６）＝ （ｋＷＨ）

／3600 0.00404
／3600 0.00056

0.06820
8.0

0.00677

18.5

1
／3600 0.00964
／3600

10.61.1
0.2

／3600 0.00063ﾚﾍﾞﾙﾏｳﾝﾀ 0.2
3.7 1 7.5

13.0
ﾘﾌﾀｰ

（ｋＷＨ）
3600

0.04657エレベータ 1 7.25
2

横行 1.5
1
1

旋回
入口ドア

4.5

部位 呼登録１回に対する使用電力量　Ｋ＝
1.25×ｅ×ｆ×Ｊ

／3600

テナント 12

18.5

32

ﾚﾍﾞﾙﾏｳﾝﾀ

ＳＴＥＰ１

用途
営業時間／日

ａ

192

25
ｂ

収容台数

N
回転／日

ｃ
3

0.2
1

モータ容量
ｆ

営業日数／月

8.0

エレベータ

ﾘﾌﾀｰ

入口ドア

1
2

旋回 1.1 1

8.0×1.0＝

係数
Ｉ

呼登録１回当りの動作時間
  Ｊ（s）＝Ｈ×Ｉ

7.5

7.1×1.5＝

13.0
10.6

17.3×0.75＝
10.0×0.75＝

4.52.0×2.25＝
1.0 7.25

2.25
7.25

2.0
1.0×7.25＝

横行 1.5

ＳＴＥＰ２

0.2

動作時間
Ｈ（s)部位 ｅ（ｋＷ）

モータ数

3.7
1

10.0

1.00

17.3

1 8.0

0.75
1.507.1

0.75

※１ ※２
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－ 制御用使用電力量／日を算出します。

制御用使用電力量＝制御用電力（ｋＷ）×営業時間（Ｈｒ）

ａ Ｍ

＝ （ｋＷ） × （Ｈｒ） ＝ （ｋＷＨ／日） Ｍ

－ １カ月当たりの使用電力量算出

（１）１日当たりの使用電力量

＝ （ｋＷH） × ＋ ＝ （ｋＷＨ／日） Ｎ

（２）１カ月当たりの使用電力量

＝ （ｋＷH） × 1 基 × ＝ （ｋＷＨ／月） Ｏ

－ 電気料金の算出（１カ月）

（１）基本料金＝契約設備電力（ｋW)×基本料金(円／ｋW) 　　基本料金＝980 (円／ｋW)

Ａ

＝ （ｋＷ） × ＝ （円） Ａ

注）契約設備電力については別項にて算出します。

（２）電力量料金＝使用電力量（ｋW／月）×電力量料金（円／ｋWH) 電力量料金＝ （円／ｋWH)

＝ （ｋＷＨ／月） × ＝ ≒ （円） Ｂ

（３）消費税＝（基本料金＋電力量料金）×消費税率 　消費税率＝

＝（ ＋ ）× ＝ ⇒ （円） Ｃ

電気料金＝基本料金＋電力量料金＋消費税

1年分に換算すると

＝ ＋ ＋ ＝ （円／月） （円／年）

注）

１）※１の基本料金・電力量料金は、各電力会社により若干異なりますので、該当電力会社の料金表を参照

　　下さい。

２）上記、電力料金はあくまで目安ですので、費用として参考にして下さい。

３）上記以外に照明設備（ＡＣ１００Ｖ）の電気料金が必要です。

ＳＴＥＰ３

ＳＴＥＰ４

1.0

ＳＴＥＰ５

0.06820 192 12.0 25.09

12 12.0

23520 7020

980 23520

0.05 1527

627.358

627.358 11.19 7020.14 7020

24

25.09 25

23520 7020 1527 32067 384804

11.19

0.05

1527

※１

※１
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騒音関係資料騒音関係資料騒音関係資料騒音関係資料
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騒音関係資料騒音関係資料騒音関係資料騒音関係資料

注1) 上記値は暗騒音を30dB(A）として予想しています。

注2) 上記値は透過音のみによる予想値です。従って、外装板の振動及び共鳴等により多少増加する可能性があります。

注3) ★①については換気ガラリの影響で騒音値が大きくなることがあります。

注4) 独立鉄塔型の屋根標準仕様(ルーフデッキH=88)は、鋼板外装と同程度の遮音性能です。

　 立駐に隣接する建物の高さが立駐より高い場合で、騒音対策として立駐外装に遮音性能の高いALC等を採用する

時は、立駐屋根もALC等への変更が必要になります。

　

41.6 44.8 44.0 45.7

42.5 46.1 44.9 47.0

51.3 49.8 52.2

43.1 46.8 45.5 47.7

47.4

最上部・中間部付近(★①) 乗入面付近(★②・★③）

LAeq LA5 LAeq LA5

dB(A)

アスロック(t=60mm)

塔内音

鋼板(t=0.5)耐火被覆t=30mm

ALC板(t=50mm)

ALC板(t=100mm)

66.3 72.6 68.7 73.5

※1.

 LAeq：等価騒音レベル

   自動車からの騒音のように時間的に大きく変動する騒音レベルを評価するために考案されました。

   変動騒音に対する人間の生理・心理的反応とも比較的よく対応することから、環境騒音を評価するための評価量とし

   て多くの国で採用されています。

 LA5：時間率騒音レベル(90%レンジの上端値)

   騒音計の指示値が不規則かつ大幅に変動し、その指示値の最大値が一定でない場合などに評価値として採用されてい

   ます。工場・指定作業場に係る騒音の規制基準に対して評価値となることが多くなっています。

騒音予想値騒音予想値騒音予想値騒音予想値
塔内音については、実測値を示します。

　

　騒音予想位置　　　★①・・・最上部・中間部

　　　　　　　　　　　　　★②・・・乗入階（マンション側）

　　　　　　　　　　　　　★③・・・乗入階（民家側）
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日影規制日影規制日影規制日影規制

(詳細は所轄官庁でご確認をお願いします)
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電波障害対策電波障害対策電波障害対策電波障害対策

(1)ブロック状のノイズ

(2)画像が停止する(フリーズする)

(3)受信不良
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電波障害対策電波障害対策電波障害対策電波障害対策
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　一本の親アンテナで受信したテレビ電波を有線で伝送し何軒かのテレビ受像機に分配して、共同聴

取することをテレビ共同受信と言い、そのための施設をテレビ共同受信施設といいます。

　共同受信施設の構成は上図のとおりで、良好な電波を受信できる場所に受信アンテナを配置し、受

信したテレビ信号を伝送線、増幅器、分岐器、分配器、保安器等を用いて、各戸の受像機に分配する

システムです。

　共同受信施設用アンテナには一般家庭用と違い、耐錆アルミやステンレス等の素材を用いた耐久性の

あるアンテナを使用します。アンテナを選定する目安として、公共住宅用の「BL」規格品があります。

　共同受信用アンテナの耐用年数は通常海岸、工場地帯で約３年、その他の地区では約５年～７年と

いわれています。

　アンテナの設置場所選定は良い画質を得るための重要な鍵で同じビルの屋上でも場所、アンテナの

高さ等で受信状況が複雑に変化する場合がありますから、設置場所の選定には綿密な事前調査が必要

です。

　また、共同受信施設用の予備配管設備は設計時の段階に於いて必ず設備されますようお勧めします。
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円滑性円滑性円滑性円滑性にににに対対対対するするするする技術基準技術基準技術基準技術基準
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円滑性円滑性円滑性円滑性のののの定義定義定義定義
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円滑性円滑性円滑性円滑性のののの定義定義定義定義
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自動車回転軌跡自動車回転軌跡自動車回転軌跡自動車回転軌跡　　　　中型車用中型車用中型車用中型車用
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自動車回転軌跡自動車回転軌跡自動車回転軌跡自動車回転軌跡　　　　大型車用大型車用大型車用大型車用
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エレパーク（ET-F）標準日程エレパーク（ET-F）標準日程エレパーク（ET-F）標準日程エレパーク（ET-F）標準日程 （単基・独立鉄塔・下部乗込みの場合）

受注後詳細仕様決定期間 2.0ヶ月

鉄骨製作図面設計期間 0.5ヶ月

鉄骨製作期間 2.5ヶ月

機械長納期部品調達期間 3.5ヶ月

現地工事（建方～引渡しまで） 3.0ヶ月

※1.確認申請・開発申請等、法的に定められている手続きが必要な場合は、上記期間以外に

　 別途期間が必要となります。

※2.現地工事日程は、標準仕様及び標準工法における日程です。

　

8 9

鉄骨関係

現地工事

承認関係

主要機械関係

7

受　　　注

1 2 3 4 5 6

◎

所要年月

項　目

※立体駐車設備の納入にはご発注後

　7ヶ月必要です。

仕決期間

設計 製作

先発設計

機械詳細設計

鉄骨建方

手配・調達・製缶・組立・検査

手配・調達

◎

御引渡

機械据付・外装・屋根・

電気・消火・耐火工事

調整・塗装・

各種検査
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エレパーク（ET-F）標準日程エレパーク（ET-F）標準日程エレパーク（ET-F）標準日程エレパーク（ET-F）標準日程 （2連基・独立鉄塔・下部乗込みの場合）

受注後詳細仕様決定期間 2.0ヶ月

鉄骨製作図面設計期間 0.5ヶ月

鉄骨製作期間 2.5ヶ月

機械長納期部品調達期間 3.5ヶ月

現地工事（建方～引渡しまで） 4.5ヶ月

※1.確認申請・開発申請等、法的に定められている手続きが必要な場合は、上記期間以外に

　  別途期間が必要となります。

※2.現地工事日程は、標準仕様及び標準工法における日程です。

8 9

鉄骨関係

現地工事

承認関係

主要機械関係

7

受　　　注

1 2 3 4 5 6

◎

所要年月

項　目

※立体駐車設備の納入にはご発注後

　8.5ヶ月必要です。

設計
製作

先発設計 手配・調達

機械詳細設計

手配・調達・製缶・組立・検査

鉄骨建方

機械据付・外装・屋根・

電気・消火・耐火工事

◎

御引渡

調整・塗装・

各種検査

仕決期間
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工事区分表工事区分表工事区分表工事区分表 （独立鉄塔型・下部乗込み式の場合）

○

ターンテーブルコーナーアングル用差筋

B-24

B-22

立駐SD用ノブ・鍵一式の手配・取付工事

消火ボンベ室の建屋工事,雨樋工事

雨樋接続工事

B-16

B-17

B-18

B-20

B-23

B-21

B-29

B-30

B-25

B-26

B-27

B-28

B-11

B-15

B-12

B-13

B-14

B-7

B-8

B-9

B-10

B-4

A-1

A-2

A-3

A-4

A-6

A-7

A-8

A-5

機械装置の製作,据付工事

三方枠の製作,据付工事

運転盤の製作,取付工事

出入口ドアの製作,据付工事

B-1

B-2

B-3

ターンテーブル用ピット造成,仕上工事

内装工事

屋根排水の塔内雨樋工事

広告文字

出庫警報灯ポール用の基礎工事

管理人室の設置

管理人室の基礎工事

車路出入口の交通付帯工事

鉄骨柱用アンカーボルトの取付,埋込工事

腰壁工事

基礎鉄筋コンクリート工事

鉄骨柱用アンカーボルトの製作,搬入

Pマーク

外装板仕上

庇　工事　庇雨樋工事

塔内の耐火被覆工事

鉄骨工事

屋根工事

棚柱のベース下モルタル充填工事

立駐工事

標準

外

標準項　番

塔内土間,ピット造成,仕上工事

鉄骨柱用アンカーボルトの実測

外装工事

乗降デッキの製作,据付工事

ターンテーブルの製作,据付工事

避難口ドアの製作,据付工事

出庫警報灯の製作,据付工事

塔内の換気用ガラリの製作,取付工事

主柱の根巻き工事(乗入面まで)

駐　車　設　備　関　係

ターンテーブル用基礎鉄筋コンクリート工事B-19

ピット内排水設備工事

建　築　工　事　関　係

B-5

B-6

備　　　　　　　　　　考

工事

建築 電気

工事

別途工事

空調衛

生工事

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

消火操作時連動閉、覗き窓(FD付)は標準外工事

常閉ドアクローザ付　1ヶ所/基

コーナーアングル取付を含む

黄色回転灯　ブザー付(ボール式)

○

ケイカル板

1時間耐火

角波サイディング(ガルバリウム塗装鋼板)

鋼板焼付塗装　特殊塗装は標準外工事

自閉式換気ガラリ(P.F.D付) 材質アルミ

立駐前面がビル壁と共用した場合は不要

鉄骨建方後の施工

ドア部は据付後のコンクリート床仕上

ベース下,まんじゅう盛り及びモルタル充填含む

乗入面+500迄　以降会所まで設備工事

基礎設計を含む

芯出し板を含む

ポンプ及び配管工事(電源は除く)

ローラ用台座7ヶ所,駆動部用台座1ヶ所

出入口S/D換気ガラリ2ヶ所

(ローラ等のベース下,周囲へのモルタル充填含む)

本体据付後のピット内,周囲床面の仕上げ

φ13×500ピッチ

停止線・カーブミラー等

本体建物とのマスターキー合せの場合のみ

600×600×900程度
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工事区分表工事区分表工事区分表工事区分表 （独立鉄塔型・下部乗込み式の場合）

電力不足時は発電機用意の事(燃料費負担含む)

建築主(消火設備工事)

建築主(設計事務所,建築工事)

建築主(設計事務所,電気工事)

AC3φ200V34kVA,AC1φ100V5kW

標準はCO
2
、その他消火剤は標準外工事

PFD閉鎖(遠隔操作復帰形)

所轄消防指導により必要な場合有：確認要

消防設備士(消火設備工事)

ボンベ室内に取付

動力停止　出入口ドア閉鎖確認

DC24V0.8A(復旧まで保持）

AC1φ100V 15A +D種接地×1

右：2ヵ所　左：2ヵ所　計：4ヵ所/基

GL+1000の中継端子箱への結線まで

制御盤からﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙﾋﾟｯﾄ及び出庫警報灯まで

点灯方式：デイライト方式(又は24Hタイマー)

ポンプ用電源等

立駐高さ20m以下又は、ビル側で共用できる場合は不要

写真撮影,抵抗値測定含む

必要な場合は立駐の消火設備用感知器を兼用

消火制御盤から自火報受信盤まで

立駐制御盤に端子接続

非常口付近に単独設置したスイッチにてON/OFF

空気管式感知器(2種・3種）

AC3φ 200V/220V+D種接地

AC1φ 100V/110V+D種接地

AC1φ 100V/110V+D種接地

AC3φ 200V/220V+D種接地（非常電源・耐火電線）

AC1φ 100V/110V+D種接地

FL-40×1以上

AC1φ100V 10A +D種接地×1

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

別途工事

空調衛

生工事

備　　　　　　　　　　考

工事

建築 電気

工事

仮囲い・出入口・カラーコーンの設置

駐車装置2次側配管の埋込工事

工事用及び試運転調整用電力料金

工事用水道工事

地質調査費用

立駐工事

標準

外

標準

搬入用トラック等の交通誘導

項　番

E-9 工事用仮設電源工事

消防用設備等設置届出書

防火対象物使用開始届出書

避難誘導灯設置届出書

避雷設備用アース板の製作、埋設工事

5.避難口誘導等専用電源(制御盤への結線迄)

C-5

C-6

近隣対策及び補償に関する折衝、及び費用

塔内の保守用コンセント工事

塔内自動火災報知設備の工事

消火設備移信回路の引込工事

塔内CO
2
専用火災感知設備工事

塔内非常停止ボタンの製作、取付工事

車路出入口の車路管制設備工事

ピット内排水設備用電源工事

避雷設備用アース線の結線工事

一次側電源引込工事(各盤への結線迄)

1.動力電源(制御盤への結線迄)

2.照明電源(制御盤への結線迄)

C-1

C-11

立駐鉄塔避雷設備工事

3.消火設備専用電源(CO
2
制御盤への結線迄)

4.消火ガス排出装置専用電源(操作盤への結線迄)

C-12

C-13

ボンベ室の照明工事

ボンベ室のコンセント工事

C-9

C-10

立駐故障表示移信回路の引込工事

C-4

立駐制御盤以降の2次側電気工事

塔内の誘導灯設備工事

塔内の照明設備工事

C-2

C-3

C-7

C-8

C-14

C-15

C-16

C-17

庇下照明設備工事C-18

消火ガス排出装置の製作、取付工事

C-19

消　火　設　備　関　係

D-3 出入口ドア連動閉鎖回路の結線工事

D-6

塔内消火設備工事

連動移信回路の結線工事D-2

D-1

D-5 消火ガス排出装置の吸気口閉鎖配管工事

消火ガス排出装置の操作盤製作、取付工事

D-4

E-4

E-5

D-7

E-1

諸　届・仮　設　工　事

消防用設備等着工届出書

電波障害に関する調査費、及び対策費

いたずら防止装置

確認申請手続き、及び費用

電　気　設　備　関　係

E-11

E-12

E-13

E-6

E-7

E-8

E-10

E-2

E-3
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製品に関するお問い合わせ

新明和工業株式会社新明和工業株式会社新明和工業株式会社新明和工業株式会社

パーキングシステム事業部

〒110-0005  東京都台東区上野7丁目12-14　TEL : (03)3842-6101   FAX : (03)3842-6102

札幌市西区二十四軒一条7丁目2-39 TEL : (011)643-4461  FAX : (011)643-9643

仙台市若林区新寺1丁目7-21 TEL : (022)298-1810 FAX : (022)296-5032

東京都台東区上野7丁目12-14 TEL : (03)3842-6101 FAX : (03)3842-6102

名古屋市熱田区新尾頭1丁目8-9　 TEL : (052)678-3884 FAX : (052)678-3888

大阪市北区中之島3丁目2-18　　　　 TEL : (06)4803-0900 FAX : (06)4803-0905

広島市南区東雲本町2丁目21-26　　 TEL : (082)285-5430 FAX : (082)285-3470

福岡市博多区東光2丁目3-18　 TEL : (092)472-4070 FAX : (092)472-0589

ホームページアドレス　http://www.shinmaywa.co.jp/

札 幌

仙 台

東 京

〒063-0801

〒984-0051

〒110-0005

名 古 屋

大 阪

広 島

九 州

〒456-0018

〒530-0005

〒734-0023

〒812-0008
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